
機能性カロテノイド色素の有効利用
－抗酸化性，抗腫瘍作用，生体利用性－

機能性

研究の内容

カロテノイドは長鎖共役ポリエン構造を持つ脂溶性色素であり，プロビタミンA活性，抗酸
化活性を持つ食品成分として注目され，また，カロテノイドを多く含む野菜や果実をたくさ
ん摂取する人のガンの発生率が低いことが疫学研究で明らかにされている。このような植
物性食品素材に含まれるカロテノイドの有効利用を図るため，その抗酸化性や抗腫瘍作
用等の機能及び安定性，吸収性や体内動態等の生体利用特性を研究している。

今後の展開

1. カロテノイドの生体内代謝産物の分離・同定と構造活性相関の解明
2. 代謝工学を利用した高機能性カロテノイドの微生物生産技術の開発
3. 機能性成分の腸管吸収を促進する食品素材の開発
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図-2 βーカロテンのCaco-2腸管モデル細胞へ
の取り込みに対するリゾリン脂質の促進効果

図-1 非環式カロテノイドのアポトーシス
誘導活性 HL-60細胞；A, 対照; B,フィトフルエン；C, 
ζ-カロテン; D, 酸化リコペン
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技術の特徴

1. 非環式カロテン（にんじんやトマト等に含まれるリコペン，ζーカロテンやフィトフルエ
ン）：白血病細胞HL-60にアポトーシスを誘導。非環式カロテノイド生合成遺伝子の解析。
2. 高極性キサントフィル（野菜や海藻に含まれるネオキサンチンやフコキサンチン）：前立
腺がん細胞にアポトーシスを誘導。代謝産物の同定，機能評価。
3. カロテノイドの腸管吸収：リゾホスファチジルコリン（リン脂質のひとつ）が促進。
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